
第4回オーストラリア体験学習には、5年生(現6年生)の児童
20名(男子7名、女子１３名)が参加し、クイーンズランド州に
あるCaloundra Christian College（カランドラ クリスチャ
ン カレッジ）での一般のクラスへの授業参加やホームステイ
等を通じて、オーストラリアの文化理解と相互交流を深めて
きました。

オーストラリアへ出発

ゴールドコーストに到着
カランビン・ワイルドライフ・サンクチュ
アリーに立ち寄った後、カランドラ・クリ
スチャン・カレッジに到着
ホストファミリーと対面
（ホームステイ開始）
バディと対面
カランドラ校の通常授業に参加
アボリジニア文化体験
週末をホストファミリーと過ごす
日本文化の紹介（書道・折紙・寿司作り）

ホストファミリーとお別れ、フェアウェルセ
レモニーの後、ゴールドコーストへ移動

オーストラリア出発、帰国
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私は「こま」の担当でした。「We play with tops called KOMA 
during the New Year’s holiday.」
「We spin our tops at the same time, and then, if your 
top spins longer than the others, you win!」と言いました。
練習通りに上手く言えたので良かったです。次は『手
巻きずし』の発表です。のりを皿の上に置く→ご飯をのせる→更
にソーセージ、ツナ、キュウリをのせる→三角形になるようのりを巻く
といった流れです。クラスのほとんどの人がすしが好きらしく、最後
はのりの取り合いでした。それくらい気に入ってくれてうれしかったで
す。もっと日本の文化を紹介したかったです。 （古谷 知緒理）

民族いしょうを着た人たちが、おどり
や、歌を歌ってくれました。そして、ブーメ
ラン体験や、おどりの体験などをやら
せてくれました。そのあと5、6年生が
キャンプから帰って来て、パートナー紹
介になり、私はグレイスさんという女
の子のパートナーになりました。パート
ナーのいない女の子達とも色々しゃべ
りました。そのあと、マットで協力するも
のとか、バレーボール、鬼ごっこみたいな
のをやりました。とてもつかれたけど、と
ても楽しかったです。日本とはまた違っ
たオーストラリアの学校はとても楽
しかったです。 （降旗 怜子）

わけも分からず車に乗ると全く知
らない家の前に車が止まり、他の
家族も来ていました。ある女の子
が、たくさんお菓子の入った袋をくれまし
た。オーストラリアのお菓子は日本とは違
うので、どんな味か１つ食べてみました。甘
くておいしかったです。女の子たち
が、「こんにちは」の日本語を知りた
がっていたので「ハローイコール、こ・ん・
に・ち・は」すると「こんにちは」とちょっ
とイントネーションが違うけど言ってく
れました。とても上手でビックリしまし
た。楽しくて面白い時間はあっという
間に過ぎていってしまいました。

（寺山 怜那）
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リードアラウド・
Reading For Fun 

ワークショップ

6/3（月）～9/27（金）です。
多数の応募をお待ちしています。

2013年度
国際交流賞の募集期間は

こんかいのリードアラウドは、本のないようがおもしろかったり、わた
しの心をドキドキさせたり、たのしくさせたりしてくれました。サマース
クールのときにやくだちそうです。リードアラウドが3回しかないのは
ざんねんでした。もっとあればいいと思
います。リードアラウドがまいにちだとよ
かったのにとおもいました。またらいねん
のリードアラウドをたのしみにしています。

2013年度リードアラウド・Reading For Funワークショップでは、
英語児童書ディレクターの大島英美先生や、国際教育センターの
Denny先生、ドーソン先生のご指導の下、英語絵本の音読を楽
しんでいます。Reading For Funワークショップには、成蹊大学
の協定留学生もTeaching Assistantとして参加しています。

国際教育センターは国際交流活動を積極的に行った児童を
表彰しています。2012年度はオーストラリア体験学習や日
本在住の外国人の方との交流など40点ものバラエティに富
んだ作品が受賞となり、2学期の終業式で表彰されました。

国際交流賞

ぼくが今回気に入ったお話は、「It’s a Book」です。特にサルのセリフは
英語がまだ上手に読めないぼくにとって、読みやすい長さなので少し自信
が付きます。でも声で表情を出そうとすると、はずかしくてまだまだだと思
います。それでも先生と読むとつられてふん囲気を出してぼくも読めるの
で、そこがリードアラウドのいい所だと思います。来年の四年生になった時
は、大きな声ではずかしがらず読むという目標が出来ました。

2012
年度 国際

交流賞表彰式

こんかいはじめてリードアラウドにさ
んかしました。はじめての日はどん
なことをするのかわからずドキドキし
ました。絵本にでてくるおとこのこのきもちかんがえながら、おとこのこ
のまねをしたり、じの大きさにあわせてこえを大きくしたり、小さくした
りしてえいごのほんをよむのは、とてもおもしろかったです。

1回めにやった「Easter Egg Hunt」の本は、開くと絵が飛び出して
きたりしたので面白かったです。読むときは、先生が読んだ後にまね
をして読みました。先生の質問に答えたりするのも楽しかったです。
読む練習のあとに実際にエッグハントをやって、たまごを見つけたりす
るのがとても楽しかったです。

「ALOHAには、あいさつだけでなく、人をおも
いやるというハワイの人の心がこもっています。
だからハワイに行った時やハワイの人と会った
時は、ALOHAの心をかんじて、日本でわたしが
フラをおどる時には、ALOHAの心をつたえたい
と思います。」 (応募作品より抜粋)

1年  おおの みさき

2年  篠原 ミシェル

6年  小美濃 志帆

3年  石田 翔太

ALOHA

2+1=3
3-0=3 ○

月
×
日

3才でフラダンスを始め、ハワイではウ
クレレのバンドと合わせてレストランで
踊ったり、現地の人たちとフラダンスの
ワークに参加したり、日本でもお祭りや
イベントでフラダンスを通じ、ALOHA
の心を学び、伝える交流の記録。

ハワイとフラとわたし    3年　 ただ も
もな
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